
第２号書式
会議室等使用許可申請書（一時使用）【雛形】
令和　　年　　月　　日
　大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
国立民族学博物館長　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　(大学・団体等の所在地)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名  (大学・団体等の名称、学長・学部長、
団体等の長の職・氏名
) 　 
以下のとおり会議室等の一時使用を許可くださるようお願いします。
記
	使用施設
	　


	使用目的
	

	使用期間
	　令和　　年　　月　　日（　　）　　時から
　令和　　年　　月　　日（　　）　　時まで

	使用人員
	　約　　　　　人

	使用責任者

	　住所　
　氏名　
　（連絡先）

	備　　　　　　　考
	


備考　使用者中に本機構において勤務する職員がいる場合は、
備考欄にその者の所属部局課氏名を記入すること。
注意事項

使用を許可された者は、以下の使用条件を遵守のうえ、その責に帰すべき事由により建物等を損傷したときは、本機構の指示に従い、直ちに復旧するか、又はその費用を弁償しなければなりません。 

使用条件

1. 使用場所及び時間を厳守すること。 
2. 室内で飲食をおこなわないこと。
3. 施設、設備、物品等を損傷及び汚染しないこと。 

4. 火災等の事故の起こらないよう注意すること。 

5. 使用場所は、常に清潔に保つこと。 

6. 使用目的以外に使用しないこと。又他に転貸しないこと。 

7. 使用場所以外に無断で出入りしないこと。 

8. 使用条件に反し、本機関から使用中止を求められたときは、無条件でこれに応ずること。 

9. 使用終了後は、直ちに使用場所の清掃を行い、使用物品等を現状に復し、本機関職員の点検を得ること。 

10. 使用者の事故の損害については、本機関は一切その責任を負わない。 

11. 許可書は常に携帯し、本機関職員の請求に応じ提示すること。 

12. 使用料（有償の場合）は、本機構の発行する請求書により使用する日の前日までに、原則として指定金融機関の口座に納入すること。 

13. 使用料（有償の場合）は、本機関において会議室等を使用する必要が生じその使用許可を取り消した場合を除き、いかなる事情があっても返還しない。 

14. その他本機関の指示によること。 
国立民族学博物館
�大学・団体等の代表者が申請者となります


ただし大学の場合は、学部長、研究科長、事務長、部課長等の職・氏名でも可


〈例１〉　○○大学


　　　　　学長　□□　□□　


〈例２〉　○○大学


　　　　　■■学部長　□□　□□


〈例３〉　○○大学


　印いん印ちょういんじん■�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������　　　　　■■学部事務長　□□　□□


�会議室等を使用する担当教員または事務担当責任者を、職名併記で記入してください。


連絡先は本件に関して問合せ可能な電話番号及びメールアドレスを記入してください。


許可書は原則記載いただいたメールアドレス宛に送付しますが、郵送を希望する場合は、備考欄にその旨記載ください。






